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セミナー 超⾼齢社会を⾒据えた未来医療予想図
〜地域包括ケアの中の多職種協働〜

WS-1 臨床実習前IPL（多職種交流授業）を企画する
WS-2 チーム医療臨床実習（病院・地域）をデザインしてみよう
WS-3 医学⽣と研修医のためのセルフケア教育をデザインする！
WS-4 分野別認証 ⾃⼰点検評価書の考え⽅・書き⽅
WS-5 患者をその気にさせる「動機づけ⾯接」って何？

WS-6 プロフェッショナリズム教育の2つの義務から⽅略を考えよう
〜向上⼼的⽬標とアンプロフェッショナルの回避〜

WS-7 明⽇からできる、アクティブ・ラーニング
〜さまざまなアクティブ・ラーニング・モデルを共有する〜

WS-8 教学IR実践ブラッシュアップ 〜より洗練された医学教育IRに向けて〜
WS-9 研修医のキャリアプランニング 〜⾃分らしいキャリア選択を考える〜
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MEDC 検索

医学教育共同利⽤拠点
岐⾩⼤学医学教育開発研究センター
TEL：058-230-6470 FAX：058-230-6468
〒501-1194 岐⾩市柳⼾1番１
E-mail：medc@gifu-u.ac.jp

医学教育開発研究センターは、新しい医学教育の開発と普及を⽬的とした “医学教育セミナーとワークショップ” を
毎年4回開催し、全国から多くのご参加をいただいております。第64回医学教育セミナーとワークショップは、昭和⼤学
と共同開催いたします。奮ってご参加ください。

昭和⼤学 医学教育推進室
岐⾩⼤学 医学教育開発研究センター

⾼⽊ 康
藤崎和彦

2017年4⽉22⽇（⼟）〜23⽇（⽇） 昭和⼤学（旗の台キャンパス）

＊記号（ 等）は、アソシエイト認定のための学習領域を表しています。
詳細は、MEDCホームページ「アソシエイト・フェローシップのご案内」をご覧ください。
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WS-3 医学⽣と研修医のためのセルフケア教育をデザインする！

WS-4 分野別認証 ⾃⼰点検評価書の考え⽅・書き⽅

WS-2 チーム医療臨床実習（病院・地域）をデザインしてみよう

WS-1 臨床実習前IPL（多職種交流授業）を企画する

企画： ⾼宮有介・⼟屋静⾺・杉原 桂（昭和⼤学）、⾼屋敷明由美（筑波⼤学）
⽇時： 4⽉22⽇（⼟）13:00〜17:00、23⽇（⽇）9:00〜13:00
概要： わが国では、厳しい医学教育のなかで精神的な課題を抱え、留年や退学、場合により⾃死に⾄る学⽣がいたり、研修医も、うつ病などの精神

疾患を有したり、バーンアウトしたりする者もいます。海外では、医療者は、医療者⾃⾝のケア、ストレスマネジメントに習熟することが重要視され、
医学⽣⾃⾝が、⾃分を⾒つめ、⾃分のストレスに気づき、対処法を学ぶ授業を必修化している⼤学もあります。また、セルフケアは、医学教育の
分野別認証（国際認証）に対応するカリキュラムとして⾏動科学に含まれる重要なテーマでもあります。今後、わが国でセルフケア教育を医学
⽣、研修医向けに実施していくには、どのようなカリキュラムが必要でしょうか。昭和⼤学等の取り組みを紹介しながら、セルフケア教育のカリキュラ
ムを作成していきたいと考えています。

対象： セルフケア教育に関⼼のある⽅、セルフケア教育を実践している⽅、これからセルフケア教育の導⼊を検討している⽅ 定員：20名

企画： ⽚岡⻯太・倉⽥知光（昭和⼤学）、⼩原眞知⼦・鶴岡浩樹（⽇本社会事業⼤学）、 松井由美⼦（新潟医療福祉⼤学）、
越野 寿（北海道医療⼤学）、窪⽊拓男（岡⼭⼤学）

⽇時： 4⽉22⽇（⼟）13:00〜17:00、23⽇（⽇）9:00〜13:00
概要： 超⾼齢社会において、安⼼安全な医療を実践し、地域において国⺠の⽣活を⽀えQOLを⾼めていくためには、保健、医療、介護、福祉関連の

職種との多職種連携を進めていく必要があります。多職種連携の必要性を反映した卒前・卒後教育カリキュラムを構築し、社会のニーズに応え
る医療⼈を養成するために、まず、複数の⼤学、学部が連携して、IPLの場を作り、IPLのカリキュラムを作成する必要があります。IPEは協働とケ
アの質を改善するために専⾨職がともに学ぶ事ですが、IPLは専⾨職IPEを⽬指す学⽣の相互交流を意味します。本ワークショップでは、パート1
で、他学部・学科と組んで臨床実習前IPLのカリキュラムと実施概要を検討します。パート2で臨床実習前IPLのアウトカムと内容を実施に向け
て具体的に検討します。

対象： 医療系、保健、福祉、介護系教員でIPEに興味がある⽅、特に、医療系に限らず保健、介護、福祉系の⽅の参加を歓迎します。定員：30名

企画： ⽊内祐⼆・倉⽥なおみ・⽥中佐知⼦・佐⼝健⼀・⼩林 ⽂・弘中祥司・鈴⽊久義（昭和⼤学）
⽇時： 4⽉22⽇（⼟）13:00〜17:00、23⽇（⽇）9:00〜13:00
概要： 多職種連携実習などによりチーム医療の実践能⼒を育てることが医療系の⼤学教育に望まれている。しかし、特に複数の医療系学部を持たな

い⼤学では、病院や地域での多職種連携臨床実習のカリキュラムを作成し、円滑に実践することに困難を感じていると思われる。そこで、本ワー
クショップでは、複数⼤学（複数学部）が連携して、病院や地域で多職種連携臨床実習を実践するための⽀援として、⾼学年での実習のカリ
キュラムを構築し、円滑に実践するためのシミュレーションを⾏う。1⽇⽬は、多職種連携臨床実習のカリキュラムを検討し、そのアウトカム、学習
⽬標・⽅略の具体例を作成する。病院実習と地域医療実習（在宅医療など）のグループに分かれて討議する。2⽇⽬は、1⽇⽬に検討した
病院や地域での多職種連携医療実習を複数⼤学（複数学部）が協⼒して実施する場合、カリキュラム作成や実施までのプロセスをどのように
進めたらよいかを具体的に検討する。

対象： 複数⼤学（複数学部）による多職種連携医療実習の構築に興味がある⽅
医師、⻭科医師、薬剤師、看護師、作業療法⼠、理学療法⼠など、各職種の教育に関わる関係者を歓迎します。 定員：20名

企画： ⾼⽊ 康（昭和⼤学）、福島 統（東京慈恵会医科⼤学）
⽇時： ４⽉22⽇（⼟）13:00〜17:00
概要： ⽇本医学教育評価機構（JACME）による分野別認証が始まり、すでに10数校が受審している。この際に重要なのが⾃⼰点検評価書である。

この⾃⼰点検評価書は医学部・医科⼤学のディプローマポリシー、カリキュラムポリシー、アドミッションポリシーと密接に関連して、⾃⼰評価して記
載する必要がある。そして、この⾃⼰点検評価書に基づき、⾃校の現状を把握して、改善案を考察し、将来像を展望する。今回のワークショップ
では⾃⼰点検評価書の意義について、全体像を把握した後、各グループに分かれてすでに提出され、公開されている⾃⼰点検評価書を基に、
9領域のなかから特に重要と考える数領域を選抜して、考え⽅・書き⽅をグループワークする。

対象： 医学部分野別認証を希望している医学部・医科⼤学の⾃⼰点検評価書を記載する教員あるいは事務担当者 定員：20名

セミナー 超⾼齢社会を⾒据えた未来医療予想図 〜地域包括ケアの中の多職種協働〜
講師： 飯島勝⽮（東京⼤学 ⾼齢社会総合研究機構）

⽇時： 4⽉22⽇（⼟）17:15〜18:30

概要： ⾼齢期であってもいかに⽣活の質を保ち、よく⽣き切って⼈⽣を閉じることができるかという時代の要請に応える医療が今まさに求められている。
そこには「病⼈である前に『⽣活者』である」という理念の下に、住み慣れた街全体で⽣から死までを地域全体で⽀え、みて（診て・看て）いくと
いう地域完結型の医療への進化、そして機能分化型のシステム型医療へのパラダイム転換が必要である。すなわち従来の「治す医療」から『治
し⽀える医療』という原点に⽴ち返らなければならない。今我が国で進められている地域包括ケアシステム構築において、制度としてではなく、
「医の原点」としての志と活動内容を再考する。また、まさに国家プロジェクトになった「フレイル予防」も視野に⼊れた⼀連の⽼いの姿をイメージし、
こだわりを持った早⽬からの多職種協働が求められている。
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WS-5 患者をその気にさせる「動機づけ⾯接」って何？

WS-6 プロフェッショナリズム教育の2つの義務から⽅略を考えよう
〜向上⼼的⽬標とアンプロフェッショナルの回避〜

WS-7 明⽇からできる、アクティブ・ラーニング 〜さまざまなアクティブ・ラーニング・モデルを共有する〜

WS-8 教学IR実践ブラッシュアップ 〜より洗練された医学教育IRに向けて〜

WS-9 研修医のキャリアプランニング 〜⾃分らしいキャリア選択を考える〜

企画： 恒川幸司（MEDC）、荒井貞夫（東京医科⼤学）、中村真理⼦（東京慈恵会医科⼤学）、岡⽥聡志（千葉⼤学）
⽇時： 4⽉23⽇（⽇）9:00〜13:00
概要： 分野別認証評価の受審を契機として、各⼤学ではIR (Institutional Research) 部⾨が設⽴されてきており、データを基にした教育改善が⾏

われる機運が⾼まっている。しかしながら、教学IR部⾨は情報管理や倫理的課題を有する性質上、『IR組織の⽴ち上げ〜リサーチクエスチョンの
計画⽴案〜データの⼊⼿〜⼊⼿したデータの解析』という全容が公になることは少ない。そのために、各段階での⽅略が本当に適切かどうかを外
部の⽅々と検証する機会がほとんどない。そこで、医学教育IR部⾨の⽴ち上げやIRの実践に関与している⽅が集まって、それぞれの取り組みをピ
アレビューによりブラッシュアップすることで、各⼤学の医学教育IR部⾨の業務改善を図るとともに、有⽤な情報の共有をおこないたい。

対象： IRを担当している、またはIRに興味のある教職員 定員：30名

企画： ⽇本医学教育学会 プロフェッショナリズム・⾏動科学委員会（宮⽥靖志、野村英樹、朝⽐奈真由美、井上千⿅⼦）
⽇時： ４⽉22⽇（⼟）13:00〜17:00、23⽇（⽇）9:00〜13:00
概要： プロフェッショナリズム教育では、医師としての最低限の達成⽬標と常に⾼みを⽬指し続けるという向上⼼的⽬標の2つを考慮しなければならない。

ワークショップの1⽇⽬は前者、特に、学⽣・研修医・医師の⾮⾏misconductに焦点を当てる。従来の医学教育現場においてはこれらに対して
場当たり的な対処しか⾏われず、教育内容や教育環境の⾒直しが⾏われることは稀であったことは否めない。その⼀つの要因は、我々⾃⾝がど
う対処すれば良いかわからないことにあるのではないだろうか。そこで、⼈が⾮⾏に⾄るメカニズムに関する知⾒を共有し、その知⾒に基づいて問題
⾏動への対処について検討する。2⽇⽬は後者の⽬標に焦点を当てる。共感を中⼼とするヒューマニズム、また、ジレンマや曖昧さに対処するプロ
セスはプロフェッショナリズムを⾼める原動⼒になる。これらを涵養するため参加者が⽤いている⽅略を共有する。ジレンマ、曖昧さへの対処のケー
スディスカッションに使うシナリオ作成を⾏う。

対象： 卒前・卒後・⽣涯教育においてプロフェショナリズム教育に関⼼のある⽅すべて 定員：30名

企画： ⽇本医学教育学会 卒前教育委員会（泉 美貴、神代⿓吉、⻘⽊昭⼦、阿部幸恵、伊藤俊之、⼩⽥康友、⼩林直⼈、鯉淵典之、
辻 美隆、中島 昭、中村真理⼦、⻑⾕川仁志、廣井直樹、三⽊洋⼀郎）

⽇時： 4⽉22⽇（⼟）13:00〜17:00
概要： 本ワークショップでは、参加者がアクティブ・ラーニングのイロハに始まる⼊⾨者編〜上級者編までの内容を、その場で理解し、“明⽇からできる”よう

企画しました。昨今の医学教育ではアクティブ・ラーニングの必要性は論を俟ちませんが、何から第⼀歩踏み出すべきかわからない教育者は少なく
ないと思います。更には、TBLを始めとした流⾏のアクティブ・ラーニングを取り⼊れたいもののノウハウが分からないという教育者や、すでに取り⼊れ
ているもののより多彩にする⽅策に悩んでおられる教育者などにとっても有⽤です。ワークショップでは、“明⽇からでも活⽤できるアクティブ・ラーニン
グ”の⼊⾨編〜上級者編まで様々なレベルのモデルを紹介しますので、各⼤学にお帰りになった後、明⽇からでも始めていただけます。もちろん、
アクティブ・ラーニングの理論やコツについても触れます。このワークショップがアクティブ・ラーニングの普及の⼀助となることを期待しています。

対象： 授業でアクティブ・ラーニングを取り⼊れたい、盛んにしたいと願っておられるすべての教育者 定員：30名

企画： 賀來 敦（岡⼭家庭医療センター）、⾥⾒なつき（東海⼤学）、蓮沼直⼦（秋⽥⼤学）
⽇時： 4⽉23⽇（⽇）9:00〜13:00
概要： キャリアの成功・満⾜度には、アイディンティティ（⾃⼰概念）・キャリアアダプタビリティ（適応能⼒）・ソーシャルキャピタル（⼈的ネットワーク）の3

要素が関連している。⾃らのキャリアを⾃⾝でデザインする『技術』を習得させるためには、この3要素の能⼒を向上させるキャリア教育を研修医・医
学⽣に提供する必要がある。企画者は、研修医・医学⽣向けキャリア形成プログラム開発の⼀環として、「キャリアプランニングプロセスの7つのStep
（意思決定の必要性の⾃覚、⾃⼰の再評価、職業の特定、情報収集、仮決定、教育・訓練、就職・異動）」に沿ったコンテンツ開発を⾏なって
いる。今回、アイディンティティの確⽴をサポートする、キャリアカウンセリングワークを中⼼に提供する。ワークによって「⾃分らしいキャリア選択」が可能
になり、また「⾃⼰効⼒感」の向上・「当事者意識の醸成」を促進する。

対象： 研修医・医学⽣、医学教育・キャリア⽀援にかかわる者 定員：30名

企画： 伊藤孝訓（⽇本⼤学松⼾⻭学部）、⾜達淑⼦（東京医科⻭科⼤学）、⽊尾哲朗（九州⻭科⼤学）、鈴⽊⼀吉（愛知学院⼤学）、
吉⽥登志⼦（岡⼭⼤学）、藤崎和彦（MEDC)

⽇時： ４⽉22⽇（⼟）13:00〜17:00、23⽇（⽇）9:00〜13:00
概要： 近年の⻭科医療は、⾼齢化の進展と少⼦化による⼈⼝構造の変化、う蝕の減少等の疾病構造の変化、患者意識の変化、治療の多様性に

伴い患者－医療者関係がより複雑になってきています。しかし、そのような環境下においても、⻭科医療者は国⺠のニーズに応え、プロフェッション
としての対応が求められています。⻭科疾患は命に関わるリスクが低い⽣活習慣病であるために⾃⼰管理が難しい課題です。⼝腔の健康を維
持するには、⻭ブラシによる刷掃が重要なことを知らない⼈はいませんが、⽇常の⽣活ではまだまだできていないのが現状です。う蝕、⻭周病の馴
れの姿をいっても刷掃⾏動がなかなか変容してくれません。このようなときに、患者の⼼を揺り動かす働きかけとは何でしょう。⾏動の変化に繋がる
ような対話ができれば､よりよい患者－医療者関係の確⽴にも繋がります。今回、｢動機づけ⾯接MI :Motivational Interviewing｣という､
⾏動変容を促す⽷⼝に当たる変化動機を引き出し強化する対話法について､⼀緒に学びたいと思います。

対象： ⻭科の臨床教育に関⼼のある⽅。特に⻭科衛⽣⼠を歓迎します。 定員：30名

TL

TL

TL

R

MLML



昭和大学病院

三井住友 BK

旗の台駅
東口

中原
街道

東急大井町線

東急
池上
線

1 号館

昭和大学

至五
反田
駅

至大井町駅

大井町線

JR 線

池上
線

山手線

東横
線

新玉川線
田園都市線

二子玉川

中央線 新宿

渋谷

五反田

品川
自由が丘

旗の台

雪が谷大塚

蒲田

大井町

横浜 川崎

東京



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo false
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 100
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 100
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 100
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 300
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 300
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e5c4f5e55663e793a3001901a8fc775355b5090ae4ef653d190014ee553ca901a8fc756e072797f5153d15e03300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc87a25e55986f793a3001901a904e96fb5b5090f54ef650b390014ee553ca57287db2969b7db28def4e0a767c5e03300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for on-screen display, e-mail, and the Internet.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020d654ba740020d45cc2dc002c0020c804c7900020ba54c77c002c0020c778d130b137c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor weergave op een beeldscherm, e-mail en internet. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing false
      /UntaggedCMYKHandling /UseDocumentProfile
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


